
江
川（
娘
）
不
思
議
！
手
で
も
む
と
、

お
茶
が
お
い
し
く
な
る
ん
で
す
か
？

杉
山

手
だ
と
、
無
理
な
力
が
か
か

ら
な
い
か
ら
、
お
茶
の
本
当
の
香
り

が
す
る
ん
だ
よ
。

次
に
、
葉
と
葉
を
す
り
合
わ
せ
な

が
ら
も
ん
で
、
葉
を
ま
っ
す
ぐ
に
そ

ろ
え
ま
す
。
葉
を
散
ら
か
さ
な
い
よ

う
、
手
を
焙
炉
か
ら
離
さ
ず
に
も
む

の
が
コ
ツ
。

杉
山

葉
が
蒸
れ
な
い
よ
う
に
、
手

の
中
で
ひ
っ
く
り
返
し
て
も
み
ま
す
。

江
川（
母
）
簡
単
な
よ
う
に
見
え
て

難
し
い
！

江
川（
娘
）
手
が
熱
い
…
あ
、
だ
い

ぶ
感
触
が
変
わ
っ
て
、
パ
ラ
パ
ラ
し

て
き
ま
し
た
。
軽
く
な
っ
た
気
が
し

ま
す
。

手
も
み
の
最
後
の
行
程
。
じ
っ
く

り
も
む
こ
と
で
、
葉
の
中
の
水
分
が

表
面
に
出
て
、
照
り
が
出
ま
す
。

木
村（
和
）
な
か
な
か
き
れ
い
に
葉

が
伸
び
ま
し
た
ね
！

杉
山

手
が
素
直
だ
か
ら
、
素
直
な

お
茶
が
で
き
た
ん
だ
よ
。
後
は
乾
燥

さ
せ
て
で
き
上
が
り
で
す
。

お
疲
れ
さ
ま
。
二
時
間
半
、
よ
く

頑
張
り
ま
し
た
！

江
川
親
子
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
！
夢
中
で
や
っ
て
い
た
の
で
、

時
間
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

こ
の
講
習
会
は
、
富
士
市
茶
手
揉

保
存
会
会
員
の
技
術
向
上
と
、
で
き

上
が
っ
た
お
茶
を
、
米
寿
を
迎
え
た

人
に
お
祝
い
と
し
て
贈
る
た
め
に
、

毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

木
村（
三
）会
長
　
昔
は
、

全
部
手
も
み
で
お
茶
を

つ
く
り
ま
し
た
。
今
は

機
械
化
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
や
は
り
手
も
み
は

お
茶
の
製
法
の
基
本
。

で
す
か
ら
、『
実
際
に

自
分
の
手
で
触
っ
て
、

お
茶
の
よ
し
あ
し
が
わ

か
る
よ
う
に
な
れ
ば

…
』
と
い
う
思
い
で
、

茶
工
場
の
若
い
人
も
保

存
会
に
入
っ
て
き
て
い

ま
す
。

二
人
に
茶
手
も
み
を
教
え
て
く
れ

た
の
は
、
茶
手
揉
保
存
会
の
杉
山
孝

文
さ
ん
と
、
木
村
和
彦
さ
ん
で
す
。

杉
山

お
茶
の
手
も
み
は
、
初
め
か

ら
手
作
業
で
や
る
と
、
五
時
間
も
か

か
る
大
変
な
作
業
で
す
が
、
き
ょ
う

は
あ
ら
か
じ
め
機
械
で
蒸
し
て
途
中

ま
で
も
ん
だ
茶
葉
を
使
い
ま
す
。
重

さ
三
キ
ロ
の
生
の
茶
葉
が
、
手
も
み

し
た
後
に
は
、
五
分
の
一
の
重
さ
に

な
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
よ
。
さ
あ
、

き
ょ
う
は
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

江
川
（
娘
）
頑
張
り
ま
す
！

江
川（
母
）
初
め
て
な
の
で
、
ド
キ

ド
キ
し
て
い
ま
す
…
。

早
速
、
ガ
ス
で
加
熱
さ
れ
た
「
焙ほ

い

炉ろ

」
と
呼
ば
れ
る
乾
燥
台
の
上
で
、

作
業
を
開
始
。

手
の
中
で
葉
を
回
す
よ
う
な
感
じ

で
、
力
を
入
れ
ず
優
し
く
も
み
、
葉

の
中
の
水
分
を
飛
ば
し
て
い
き
ま
す
。

江
川（
母
）
ま
だ
葉
が
し
っ
と
り
し

て
や
わ
ら
か
く
、

鮮
や
か
な
緑
色
で

す
ね
。

木
村（
和
）
最
後

は
針
み
た
い
に
ピ

ン
と
な
り
ま
す
よ
。

お便りください
このコーナーは、皆さんの意見や地域の話題をお届けしています。
広報広聴課155－2700へご連絡ください。

八
月
十
日
、
富
士
市
茶
手て

揉も
み

保
存
会
に
よ

る
「
茶
手
揉
技
術
講
習
会
」
が
富
士
市
農
協

茶
業
研
修
セ
ン
タ
ー
（
大
淵
）
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
話
題
を
、
ま
ち
か
ど
ネ
ッ
ト

ワ
ー
カ
ー
の
江
川
明あ

け

美み

さ
ん
（
中
里
）
に
、

親
子
で
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

右から
会長の木村三郎さん、
会員の木村和彦さん、
副会長の杉山孝文さん

江川明美さん江川明美さん江川明美さん江川明美さん江川明美さん江川明美さん江川明美さん江川明美さん江川明美さん江川明美さん江川明美さん江川明美さん江川明美さん江川明美さん江川明美さん江川明美さん江川明美さん仁美さん
（中1）
仁美さん
（中1）
仁美さん
（中1）
仁美さん
（中1）
仁美さん
（中1）
仁美さん
（中1）
仁美さん
（中1）
仁美さん
（中1）
仁美さん
（中1）
仁美さん
（中1）
仁美さん
（中1）
仁美さん
（中1）
仁美さん
（中1）
仁美さん
（中1）
仁美さん
（中1）
仁美さん
（中1）
仁美さん
（中1）

よ
り
き
り
　
　
　
（
一
時
間
半
）

よ
り
き
り
　
　
　
（
一
時
間
半
）

よ
り
き
り
　
　
　
（
一
時
間
半
）

よ
り
き
り
　
　
　
（
一
時
間
半
）

よ
り
き
り
　
　
　
（
一
時
間
半
）

よ
り
き
り
　
　
　
（
一
時
間
半
）

よ
り
き
り
　
　
　
（
一
時
間
半
）

よ
り
き
り
　
　
　
（
一
時
間
半
）

よ
り
き
り
　
　
　
（
一
時
間
半
）

よ
り
き
り
　
　
　
（
一
時
間
半
）

よ
り
き
り
　
　
　
（
一
時
間
半
）

よ
り
き
り
　
　
　
（
一
時
間
半
）

よ
り
き
り
　
　
　
（
一
時
間
半
）

よ
り
き
り
　
　
　
（
一
時
間
半
）

よ
り
き
り
　
　
　
（
一
時
間
半
）

よ
り
き
り
　
　
　
（
一
時
間
半
）

よ
り
き
り
　
　
　
（
一
時
間
半
）

で
ん
ぐ
り
　
　
　
　
（
三
十
分
）

で
ん
ぐ
り
　
　
　
　
（
三
十
分
）

で
ん
ぐ
り
　
　
　
　
（
三
十
分
）

で
ん
ぐ
り
　
　
　
　
（
三
十
分
）

で
ん
ぐ
り
　
　
　
　
（
三
十
分
）

で
ん
ぐ
り
　
　
　
　
（
三
十
分
）

で
ん
ぐ
り
　
　
　
　
（
三
十
分
）

で
ん
ぐ
り
　
　
　
　
（
三
十
分
）

で
ん
ぐ
り
　
　
　
　
（
三
十
分
）

で
ん
ぐ
り
　
　
　
　
（
三
十
分
）

で
ん
ぐ
り
　
　
　
　
（
三
十
分
）

で
ん
ぐ
り
　
　
　
　
（
三
十
分
）

で
ん
ぐ
り
　
　
　
　
（
三
十
分
）

で
ん
ぐ
り
　
　
　
　
（
三
十
分
）

で
ん
ぐ
り
　
　
　
　
（
三
十
分
）

で
ん
ぐ
り
　
　
　
　
（
三
十
分
）

で
ん
ぐ
り
　
　
　
　
（
三
十
分
）

こ
く
り
　
　
　
　
　
（
三
十
分
）

こ
く
り
　
　
　
　
　
（
三
十
分
）

こ
く
り
　
　
　
　
　
（
三
十
分
）

こ
く
り
　
　
　
　
　
（
三
十
分
）

こ
く
り
　
　
　
　
　
（
三
十
分
）

こ
く
り
　
　
　
　
　
（
三
十
分
）

こ
く
り
　
　
　
　
　
（
三
十
分
）

こ
く
り
　
　
　
　
　
（
三
十
分
）

こ
く
り
　
　
　
　
　
（
三
十
分
）

こ
く
り
　
　
　
　
　
（
三
十
分
）

こ
く
り
　
　
　
　
　
（
三
十
分
）

こ
く
り
　
　
　
　
　
（
三
十
分
）

こ
く
り
　
　
　
　
　
（
三
十
分
）

こ
く
り
　
　
　
　
　
（
三
十
分
）

こ
く
り
　
　
　
　
　
（
三
十
分
）

こ
く
り
　
　
　
　
　
（
三
十
分
）

こ
く
り
　
　
　
　
　
（
三
十
分
）

▼こんなに細く
まっすぐに！　
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【
茶
手
も
み
体
験
を
終
え
て
】

こ
れ
だ
け
手
間
を
か
け
て
お
茶
を

つ
く
る
と
、
大
切
に
飲
み
た
い
と
思

い
ま
す
ね
。
手
も
み
茶
に
は
と
て
も

愛
情
が
こ
も
っ
て
い
ま
す
。
機
械
で

つ
く
る
お
茶
を
お
い
し
く
す
る
た
め

に
も
、
基
本
を
探
究
す
る
の
は
大
切

な
こ
と
で
す
ね
。（
明
美
さ
ん
）

機
械
で
は
ど
う
し
て
も
で
き
な
い

味
が
出
る
の
で
し
ょ
う
ね
。
若
い
人

た
ち
が
こ
の
技
を
覚
え
て
、
将
来
、

次
の
人
に
教
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
れ

ば
い
い
で
す
ね
。（
仁
美
さ
ん
）

▼

（ 6 ）




